
事 業 名 補 正 額

１号

わくわく地方生活実現政策パッケー
ジ移住支援事業費補助金 160万円

「地域医療の充実」共同研究事業費 1,000万円

企業誘致実現プロジェクト事業費 679万円

浸水対策事業費 4,800万円

緊急時電力確保設備整備事業費 3,500万円

施設整備事業費 9,400万円

2号 財産管理経費 549万円

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

▪
第
１
号

　
東
京
圏
へ
の
過
度
な
一
極
集
中
の
是
正
と
地
域

の
中
小
企
業
等
の
人
材
不
足
解
消
を
目
的
に
、
東

京
圏
か
ら
本
市
へ
移
住
し
就
業
す
る
人
を
支
援
す

る
「
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
移

住
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
は
じ
め
、
京
都
府
立

医
科
大
学
と
本
市
と
で
、
府
北
部
地
域
の
周
産
期

医
療
の
充
実
に
向
け
共
同
研
究
を
行
い
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

環
境
の
実
現
を
目
指
す
「『
地
域
医
療
の
充
実
』
共

同
研
究
事
業
費
」
や
新
規
立
地
を
行
う
事
業
者
を

支
援
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
拡
大
を

目
指
す
「
企
業
誘
致
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
」、

そ
の
ほ
か
、
内
水
に
よ
る
家
屋
等
へ
の
浸
水
被
害

の
軽
減
、
道
路
冠
水
に
よ
る
通
行
規
制
の
早
期
解

除
の
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を
整
備
す
る
「
浸
水

対
策
事
業
費
」、
災
害
発
生
時
の
地
域
の
中
核
的
な

避
難
施
設
で
あ
る
南
公
民
館
に
、
最
低
限
必
要
な

電
力
を
確
保
し
、
平
時
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
削
減
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

等
を
整
備
す
る
「
緊
急
時
電
力
確
保
設
備
整
備
事

業
費
」、
東
京
五
輪
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
レ
ス
リ

ン
グ
・
柔
道
競
技
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
事

前
合
宿
を
行
う
選
手
た
ち
に
快
適
な
練
習
環
境
を

提
供
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
施
設
の
長

寿
命
化
の
た
め
文
化
公
園
体
育
館
の
改
修
を
行
う

「
施
設
整
備
事
業
費
」
等
の
事
務
事
業
費
の
追
加
等

を
行
う
も
の
で
、
２
億
３
，
９
３
２
万
円
の
増
額
。

▪
第
２
号

　
児
童
福
祉
施
設
の
廃
止
に
よ
る
敷
地
の
返
還
に

伴
い
、
土
地
所
有
者
に
支
払
う
賃
借
料
相
当
損
害

金
及
び
遅
延
損
害
金
５
４
９
万
円
を
増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳
入
、
歳
出
い
ず
れ

も
３
４
４
億
６
，
７
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

条　

例

▪
舞
鶴
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
自
家
用
の
軽
自
動
車

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
措
置
に
つ
い
て
定
め

る
と
と
も
に
、
単
身
児
童
扶
養
者
を
個
人
の
市
民
税

の
非
課
税
措
置
の
対
象
へ
追
加
す
る
な
ど
の
改
正

▪
舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正　

　
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省

令
、
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
等
の
改
正
に
伴
い
、
住
宅
用
防
災
警
報

器
等
の
設
置
の
免
除
規
定
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
消
防
事
務
に
関
す
る
手
数
料
の
額
を
改
正

▪
舞
鶴
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正　

　
工
業
標
準
化
法
の
改
正
に
よ
り
日
本
工
業
規

格
が
日
本
産
業
規
格
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
規
定
を
整
理

▪
舞
鶴
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正　

　
赤
れ
ん
が
施
設
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
利

用
許
可
で
利
用
で
き
る
施
設
の
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
係
る
取

り
組
み
に
伴
い
利
用
料
金
を
改
正

▪
舞
鶴
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
都
市
計
画
に
お
け
る
室
牛
地
区
の
地
区
計
画
が

決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
同
地
区
計
画
の
地
区
整

備
計
画
区
域
の
建
築
物
の
制
限
に
つ
い
て
規
定

▪
舞
鶴
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
の
提
供
の

終
了
に
際
し
て
引
き
続
き
教
育
ま
た
は
保
育
の

提
供
を
行
う
連
携
施
設
に
係
る
規
定
を
改
正

▪
舞
鶴
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
資
格
に
必
要
な
研
修
に
つ
い
て
、
指
定

都
市
の
長
が
実
施
す
る
も
の
を
追
加

人　

事

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
伊
藤
久
美
子
（
63
歳
、
行
永
）

　
藤
田
君
子
（
65
歳
、
女
布
）

　
舩
本
忠
成
（
66
歳
、
高
野
由
里
）

　
水
口
裕
子
（
64
歳
、
久
田
美
）

　
水
田
守
（
68
歳
、
白
浜
台
）

そ
の
他

▪
専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
30
年
度
舞
鶴
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）、
舞
鶴
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、

舞
鶴
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

▪
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
次
期
最
終
処
分
場
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
契

約
金
額
の
変
更

▪
市
道
路
線
の
認
定

　
堂
奥
地
区
と
倉
谷
地
区
の
路
線
の
市
道
認
定

▪
京
都
地
方
税
機
構
規
約
の
変
更

　
京
都
地
方
税
機
構
が
処
理
す
る
事
務
に
、
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
に
限
る
）
の
申
告
書
等

の
受
け
付
け
等
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
税
制

改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
う
に
あ
た
り
、

そ
の
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議

16議案を可決・承認
市 議 会 ６月定例会　

令和元年度補正予算など
　市議会６月定例会が６月３日に
開会。令和元年度の一般会計補正
予算や条例など市長提案の 16 議
案を審議。原案どおり可決・承認
し、６月 27 日に閉会しました。
主な内容は次のとおり。

一般会計補正予算の主な事業

【日時】９月22日㈰９時15分から
【場所】舞鶴市役所
【受け付け期間】８月30日㈮まで  

※土・日、祝日は除く。郵送の場合は、８月30日17時15分までに

　到着したものに限る。

【申し込み方法】申込書（市役所総合案内、人事課、西支所総
務係、加佐分室、消防本部、東・西消防署で配布。市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項を記
入し、事務職は人事課、消防職は消防本部消防
総務課へ。詳細は、試験案内でご確認を。

市職員（事務職・消防職）

▶事務職に関するお問い合わせは、人事課（☎66・1066）へ。
▶消防職に関するお問い合わせは、消防本部（☎66・1090）へ。

職種
採用

予定者数
受験資格 第１次試験

事務職
中級

３名
程度

平成６年４月２日から平成 12 年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

❖教養試験…公務員として必要な一般
知識と教養について択一式で実施

❖適性検査…事務適性検査を実施初級 平成８年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

消防職

上級

若干名

平成３年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれた方で、
大学（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

❖教養試験…公務員として必要な一般
知識と教養について択一式で実施

❖適性検査…消防適性検査を実施

中級 平成６年４月２日から平成 12 年４月１日までに生まれた方で、
短期大学（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

初級 平成８年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方で、
高等学校（これと同程度のものを含む）卒業または卒業見込みの方

消防職は、日本国籍を有する方　舞鶴市に居住できる方

市役所の役割は、市民の皆さんの生活や仕事などに関わるさまざまな
分野で、条件や環境を整えることです。地域で今、何が起こっているのか、
市民の皆さんは、何を望んでおられるのかを常に考え把握し、地域の抱え
るさまざまな課題の解決に向けて市民の皆さんと共に知恵を絞り、汗を
かくことができる人材を求めています。　　　　　　　　　　《人事課》

市役所が目指す「組織像」
市民に信頼され、市民の役に立つ市役所
市職員が目指す「職員像」
❖市民の中に入って、地域の課題を見つけ、
　　市民とともに考え、解決に向け積極的に行動する職員
❖職員一人ひとりが、専門性や得意分野を持ち、
　　自らの特性も最大限に発揮し、市民の信頼に応える職員
❖社会情勢の変化に即応した改革意識を持ち、仕事への情熱と
　　柔軟な思考のもと、市役所と仕事を変革できる職員

令和２年４月採用

先輩職員からのメッセージ
こ
れ
か
ら
の
舞
鶴
市
を
担
っ
て

移
住
・
定
住
促
進
課
で
、
市
外

か
ら
の
移
住
者
へ
、
住
ま
い
提
供

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
改
修
し
移
住
者
に
提

供
す
る
事
業
で
は
、
設
計
・
測
量

を
地
元
の
学
生
が
、
掃
除
や
片
付

け
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
行
っ

て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
人
に
接
す

る
こ
の
仕
事
に
関
わ
れ
る
喜
び
を

日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
市
役
所
は

机
に
向
か
う
仕
事
だ
け
で
な
く
、

現
場
で
汗
を
か
き
地
域
の
皆
さ
ん

と
作
り
上
げ
る
仕
事
も
多
く
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
舞
鶴
市
を
担
っ
て

い
く
若
者
と
し
て
、
一
緒
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
支
え
と
な
る
存
在
に

人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
と

思
い
、救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
得

し
、消
防
職
員
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
救
命
処
置
を
行
っ
た
際
の

緊
張
感
は
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
現
場
で
の
失
敗
は
許
さ
れ
ず
、

安
全
・
確
実
・
迅
速
が
鉄
則
の
中
、

冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
や
臨
機
応

変
な
対
応
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

市
民
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、役
に
立
て
た
実
感
を
得
た
時

に
、こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

消
防
職
員
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ
、

一
緒
に
働
け
る
日
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

移住・定住促進課
（22歳）（初級）松永蒼

東消防署
（22歳）（初級）西村秋穂

市職員を募集
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